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多文化共生出前講座 

 世界にはたくさんの文化や習慣があることや、さまざまなバックグラウンドを持つ人と
共生する大切さを伝えるために、外国人講師が県内小中学校や高校に出向いて、出身国や
日本での生活体験について紹介する交流授業を行っています。 

 外国の文化や習慣に親しみを持った子どもたちが、学習内容を他者へ伝達していくこと
で次世代の多文化共生社会づくりにつなげていきます。 

 【イメージ】 

★出身国別エピソードゲーム★ 

外国人講師の方々が、出身国にいたときと、来日した後で変化した行動や考え方、習慣などをカー

ドに書いてもらい、みなさんにはカードに書かれているエピソードについて、講師が出身国にいた

ときに感じたことなのか、それとも日本に来てから感じたこと、あるいは習慣なのかを当ててもら

うゲームです。 



 



 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

知名度や国際的プレゼンスの向上 

国際会議には、経済波及効果以外の効果として以下のようなものがあります。 

国際会議の効果 

最先端研究成果の共有による研究
の深化 

グローバルネットワークの構築 次世代を担う若手研究者の育成 

地域活性化 
（雇用促進・インフラ整備） 

競争力・ブランド力向上  
（人的ネットワーク構築） 

国際的知名度向上 地域の国際化 
（商習慣/マナー習得・国際感覚養成）

地域の産業・学術・研究の振興 シビックプライドの向上 5 10 
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外国人相談 

 千葉県国際交流センターでは、１３言語
の電話通訳を活用し、外国人からビザ、離
婚、労働問題、教育、医療等あらゆる分野
の相談に対応しており、令和４年度は中
国、フィリピン、ペルー、ネパール等、約
４０の多様な国籍の方から相談が寄せら
れました。 

 様々な要素が複合的に絡んだケースも
多く、“離婚”相談の場合は、在留資格、DV、
生活困窮、子どもの問題等が含まれるこ
とから、注意して聞き取り、弁護士会・行
政書士会や市役所の DV・子育て支援窓
口、中核地域生活支援センター等と連携
し、解決に結び付くよう支援しています。 

 【イメージ】 



 

地域日本語教育 

 ご主人の海外赴任に伴いメキシコで暮らした経
験がある A さん。当初は慣れない言葉や文化で苦労
しましたが、現地の人達に親切にしてもらったおか
げで、みるみるうちにスペイン語が上達し、充実し
た数年間を過ごすことができました。 

 「いつか自分も恩返しをしたい」と思い、地域に
住む外国の方に日本語を教えることに興味を持
ち、千葉県国際交流センターが開催している「日本
語学習支援者基礎研修」に参加。 

 日本語教室の役割や活動事例、やさしい日本語などを学んだのち、最寄りの公民館で開催し
ている日本語教室を見学。支援者としての一歩を踏み出すことになりました。 



 

 多文化共生ネットワークのイメージ 

 



 

撮影「実績」を「効果」にするために 

 千葉県フィルムコミッションでは、撮影支
援を行った作品に対し、市町村や施設名のエ
ンドクレジット掲載を依頼しています。 
 しかし、作品のエンドクレジットを見て、
「ここで撮影されていたのか！」「よし、千
葉県に行ってみよう！」となるロケ地域の方
や視聴者は、まずいません。 
 そこで千葉県フィルムコミッションでは、
撮影を行った事実を、地域の方や視聴者が楽
しみながら実感できるイベントに変換し、紹
介する作業を行っています。具体的には、ロ
ケ地となった施設での写真展やロケ地を巡る
ツアー等です。 
 ただ、撮影支援を行ったからといって、こ
うしたイベントを自由に開催できるわけでは
ありません。写真展ひとつとっても、開催可
否、画像の提供交渉、出演者の許諾など、ク
リアしなければならない権利者（制作会社）
との交渉ごとが多数存在します。 
 希望するイベント開催の許可が下りなかっ
たり、希望内容の一部のみが許可されたり、
ということは日常茶飯事です。その場合は都
度軌道修正をしながら、地域の方や視聴者に
少しでも楽しんでもらえる企画の実現のため
に奔走します。 

 千葉県フィルムコミッションは、単に制作
者に対し撮影支援を行う団体ではありませ
ん。 
 ロケ地となった地域の知名度向上や、観光
客の誘致、そのことによる地域への経済波及
効果を目指し活動している団体です。 
 これからも、画面上の小さなエンドクレジ
ットに留まることなく、撮影した「実績」を
大きな「効果」に変えて、地域に還元してま
いります。 

映画「アンダーカレント」（2023 年公開）にて 
メインロケ地となった石乃湯（市川市）での写真展 

「月乃湯」として劇中使用した暖簾と撮影風景を展示 



 

 



 

 

 

 

 



 



 


